
日本共産党宇治市会議員団は、３月定例会が開会中の宇治市議会に、２つの条例を議員提

案しました。２つの議員提案された条例案は、２月２８日の本会議で提案され、予算特別委

員会に付託されました。
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１８歳まで医療費無料拡充と
給食費１万円補助の条例案を提出
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１つ目の条例案は、現在、

１５歳まで実質無料化され

ている子どもの医療費を、

１８歳（高校卒業）まで拡

充するものです。

条例案では、２０２５年９月１日から医療

費助成を拡充し、１医療機関ごとに１ケ月、

２００円の自己負担金は残

しますが、１８歳になった

年の年度終了まで、通院も

入院も実質医療費を無料化

します。

必要となる費用額は約１

億６千万円を見込んでいます。

２０２４年４月で１８歳まで医療費支援を

おこなっている自治体は、入院で１５０５自

治体、通院は１４５５自治体と、全国で８割

を超える自治体が１８歳以上までの医療費助

成をおこなっています。

条例案では遅れている宇治市の子どもの医

療費助成を、大きく前進させる提案になって

います。

こどもの
医療費

２つめの条例案は、学校給

食費を児童１人あたり年間

１万円補助する内容です。

現在、１人あたり年間で約４万４千円の学

校給食費を家庭では支払っていますが、この

約４分の１を補助し、学校給食費の完全無償

化にむけて、宇治市でも足を踏み出す内容で

す。

必要となる費用額は約７

千万円を見込んでおり、２

０２６年度から中学校給食

が開始され、補助対象に中

学生も含まれるようになっ

た場合、約１億円が必要となります。

学校給食費の無償化は２０２３年度では全

国の７７５自治体で実施されており、今年度

も拡充しています。

２つの議員提案された条例案は、２月２８

日の本会議で提案され、予算特別委員会に付

託されました。

給食費

日本共産党宇治市

会議員団は、大幅値

上げが市長から提案

されている国民健康保険料の、保険料

を据え置くための条例案の修正案も予

算委員会に提案する準備を進めていま

す。

国民健康
保険料

年収400万円の場合 ２年で95,180円引き上げ
夫40歳(年収400万円) 夫70歳(年金200万円)

妻35歳・未就学児 妻65歳

2023年度① ４４６，３３０円 ９８，４５０円

2024年度 ４９８，０９０円 １１１，８８０円

2025年度② ５４１，５１０円 １２５，９６０円

②/① １２１．３％ １２７．９％

②－① ９５，１８０円 ２７，５１０円


